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平成 6 年度魚病診断結果 

 

沢田 健蔵・杉本 善彦 

 

 

 

 平成6年4月から平成7年3月までに養殖魚及び種苗生産や中間育成時に発生する病害について,水産

試験場への持ち込みと養殖場の巡回調査時の検体について診断した結果を表 1及び表 2にまとめた。 

 

診断結果 

 内水面における診断件数はアユ 135 件,ウナギ 6 件及びアマゴ 16 件となり,総件数は 157 件であっ

た。海産魚における診断件数はブリ 29 件,ヒラメ 41件,マダイ 6件及びその他の魚類 9件となり総件

数は 85件であった。 

 アマゴでは細菌性鰓病の診断件数が多く,アユでは冷水病及びシュードモナス病の診断件数が多い。

また,冷水病及びシュードモナス病ではほぼ周年発生が見られている。海産魚では,ブリでは連鎖球菌

症の件数が多く,ブリのイリドウイルス症の発生が初めて確認された。ヒラメでは,エドワジェラ症,

ビブリオ病及び連鎖球菌症が主な疾病であった。 
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表 1 平成 6年度診断結果（淡水魚） 
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表 2 平成 6年度診断結果（海産魚） 

 

 

 

 

 



－4－ 

薬剤感受性試験結果 

  アユの V.anguillarum  A 型の薬剤感受性試験結果は,スルファモノメトシン及びオキソリンは一部

に高感受性を示す菌株もみられたが,大部分は低感受性であった。フロルフェニコールは全て高感受

性であった（表 4）。 

  アユのシュードモナス病菌の薬剤感受性試験結果は,スルファモノメトキシン，オキソリン酸及びフ

ロルフェニコールに対して全て低感受性であった（表 5）。 

  ブリの連鎖球菌α型の薬剤感受性試験結果は,エリスロマシシンに低感受性を示す株が見られた（表

6）。 

ブリの P.pscicida の薬剤感受性試験結果は,アンピシリン,オキソリン酸及びフロルフェニコール

に低感受性株も見られた（表 7）。 

 

表 3 薬剤名 

   

 

表 4 アユから分離した V.anguillarum A 型の薬剤感受性試験結果 

   

 

表 5 アユから分離したシュードモナス病菌の薬剤感受性試験結果 
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表 6 ブリから分離した連鎖球菌α型の薬剤感受性試験結果 

   
 

表 7 ブリから分離した P.pscicida の薬剤感受性試験結果 

   


